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～点が伸びる合格祈願バター餅贈呈～
未来を切り拓け受験生！
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　北秋田市では２回目接種を完了した日から７か月経過した方が接種できるよう、７か月経過日の１週間前に
接種券を発送しています。特設会場または市内医療機関で接種することができます。接種券がお手元に届いた
方はご予約をお願いします。
※接種は完全予約制です。

【使用するワクチン】
　特設会場は武田/モデルナ社製、市内医療機関はファイザー社製を使用します。ファイザー社製は１・２回
目の接種量と同量ですが、武田/モデルナ社製は半量になります。２種類のワクチンについては接種券送付時
に同封されるワクチン説明書を参考にしてください。

【２回目の接種を完了後に転入された方の３回目接種について】
　２回目の接種を完了後に北秋田市へ転入し、３回目の接種を受ける場合は申請が必要ですので、医療健康課
までご連絡ください。
申請方法　医療健康課窓口または郵送で申請
必要書類　□接種券発行申請書（ホームページでダウンロードできます）
　　　　　□本人確認書類写し
　　　　　□下記のいずれか
　　　　　　・初回接種（１・２回目接種）の接種済証
　　　　　　・初回接種（１・２回目接種）の接種記録書
　　　　　　・前住所地で発行された追加接種（３回目接種）用接種券
　　　　　　　（ある方のみ）
　　　　　　・海外で２回接種した方は接種地で発行された接種証明書
　　　　　□代理人申請の場合は代理の方の本人確認書類写し

【集団接種特設会場 予約方法】

【集団接種特設会場　３月実施日程】
※集団接種に関する詳細は接種券に同封されるチラシをご覧ください。予約が必要です。

会　場 住　所 日　程 接種時間 取扱ワクチン バス送迎 備　考

北秋田市
交流センター

森吉庁舎

阿仁庁舎

合川庁舎

３月16日（水）

13時30分～15時30分

13時30分～15時30分

13時30分～15時30分

９時～11時
13時30分～15時30分 武田／モデルナ

武田／モデルナ

武田／モデルナ

武田／モデルナ

３月17日（木）

３月18日（金）

３月19日（土）

３月22日（火）

３月23日（水）

３月25日（金）

３月28日（月）

３月29日（火）

３月30日（水）

13時30分～15時30分

13時30分～15時30分

13時30分～15時30分

なし

なし

あり
鷹巣地区

あり
鷹巣地区

あり
森吉地区

あり
阿仁地区

あり
合川地区

接種は１階で
行います。

※スパイク付きの
　履物は、スリッ
　パに履き替えて
　いただきます。

接種は２階で行いま
す。エレベーターが
ありますが、車椅子
等が必要な方や足元
が不安定な方はご注
意ください。

接種は１階で
行います。

【市内医療機関】下記の医療機関で受付しています。（接種開始は医療機関により異なります）
予約時間外の電話は診療に影響しますので、予約可能な曜日・時間内でお願いします。

医療機関 住所
電話番号 接種日時 取扱

ワクチン
初回
接種

12～
15歳

16歳
以上

通院
患者
以外

予約受付日時

ファイザー

ファイザー

ファイザー

ファイザー

ファイザー

ファイザー

ファイザー

ファイザー

ファイザー

ファイザー

合川診療所 李岱下豊田20
☎78‐3161

月・水・金曜日
11時

月・火・木曜日
10時～11時

月・火・水・金曜日
11時、16時

土曜日 11時のみ

月・火・木・金曜日
９時までに来院
してください

月・火・木・金曜日
13時15分までに
来院してください

月・火・木・金曜日
14時30分、16時

木曜日
14時までに来院
してください

火・木・金曜日
14時までに来院
してください

月・火・木・金曜日
15時までに来院
してください

月曜日
14時までに来院
してください

米内沢字林ノ腰3
☎72‐4501

鷹巣字帰道15‐3
☎63‐0515

花園町7‐12
☎62‐2544

松葉町7‐24
☎62‐1400

住吉町1‐1
☎62‐1146

鷹巣字北中家下81‐1
☎60‐1055

阿仁銀山字
下新町128
☎82‐2351

米内沢診療所

阿仁診療所

遠藤
クリニック

小林眼科
医院

まるや耳鼻科
クリニック

奈良医院

うえだ
クリニック

たむら内科
クリニック

児玉内科
クリニック

栄字中綱116‐1
☎63‐2700

鷹巣字東中岱3‐1
☎69‐7311

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇×

×

×

×

×

×

×

××

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

18歳
以上

18歳
以上

18歳
以上

18歳
以上

月～金曜日
14時～16時

月～金曜日
14時～16時

月～金曜日
14時～16時

月・火・木・金曜日
15時～17時

月・金曜日
14時～16時

月・火・木・金曜日
14時～17時

月・火・木・金曜日
８時30分～12時30分
14時～17時30分
水・土曜日のみ8時30分～12時30分

月・火・水・金曜日
９時～12時、15時～18時
※木曜日休診

月・火・木・金曜日
９時～12時、14時～17時
水・土曜日のみ8時30分～12時

月・火・木・金曜日
10時～12時、16時～17時

18歳
以上

※５月10日（火）までワクチン接種・予約休止 追加接種（3回目）は
1・2回目をまるや耳鼻
科で接種した方のみ

新型コロナウイルスワクチン追加接種（３回目）お知らせ新型コロナウイルスワクチン追加接種（３回目）お知らせ
【お問合せ先】
北秋田市コロナワクチン予約センター(北秋田市保健センター内）
☎67‐6567（予約センター直通）
平日８時30分～17時

マイナンバーカードで、新型コロナ
ワクチンの接種証明（電子版）が取
得できるようになりました
　アプリの詳細については、デジタル
庁のウェブサイトをご確認ください。

【お問合わせ先】
厚労省新型コロナ
ワクチンコールセ
ンター
☎0120‐761770

電話予約
北秋田市コロナワクチン予約センター
☎67‐6567
開設日時　平日８時30分～17時
※時間外・土日祝日は受付しません

Web予約
24時間予約可能。
ご家族の方の代理予約も可能です。
北秋田市コロナワクチン予約サイト
URL　https://jump.mrso.jp/052132/

材木町2‐2

米内沢字
七曲23

阿仁銀山字
下新町41‐1

新田目字
大野82‐2
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自
分
の
住
む
自
治
体
の
未
来
を
自
分

で
決
め
る
た
め
に
、
投
票
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方

　
平
成
16
年
３
月
28
日
以
前
に
生
ま
れ

た
日
本
国
民
で
、
令
和
３
年
12
月
19
日

以
前
か
ら
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
引

き
続
き
記
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に
投
票

が
で
き
な
い
方
や
、
投
票
日
は
混
み
合

う
の
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
心
配

と
い
う
方
は
、
期
日
前
投
票
が
利
用
で

き
ま
す
。

　
市
内
５
カ
所
の
施
設
で
行
い
ま
す
。

投
票
で
き
る
施
設
と
日
時
を
ご
確
認
の

う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・ 

期
日
前
投
票
最
終
日
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
。

・ 

合
川
庁
舎
、
森
吉
庁
舎
、
阿
仁
庁
舎

は
比
較
的
空
い
て
い
ま
す
。

　
告
示
日
の
20
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
、

順
次
各
世
帯
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
投
票
日
の
４
日
前
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
や
投
票
所

へ
持
参
し
忘
れ
た
場
合
で
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
選
挙
公
報
は
、
遅
く
と
も
選
挙
期
日

の
２
日
前
ま
で
に
各
世
帯
に
お
届
け
し

ま
す
。
候
補
者
の
政
見
な
ど
が
掲
載
さ

れ
ま
す
の
で
、
投
票
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
施
設
に

入
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
ま

た
は
施
設
長
に
不
在
者
投
票
請
求
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
仕
事

な
ど
の
た
め
遠
く
に
お
住
ま
い
の
方
も

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙

請
求
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
体
に
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど

で
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
た
方
は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
の
手
続
き
全
て
を
郵
便
で

取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
宿
泊
・
自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
が
郵
便
で
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。（
濃
厚
接
触
者
は
対
象
外
）

【
対
象
と
な
る
方
】

①
外
出
自
粛
要
請
を
受
け
た
方

②
隔
離
ま
た
は
停
留
の
措
置
を
受
け
て

宿
泊
施
設
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方

※

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
手
続
き
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
内
で
は
、
次
の
感
染
防
止
対

策
に
取
り
組
ん
だ
う
え
で
選
挙
を
実
施

し
ま
す
。

・ 

手
指
消
毒
液
の
設
置
を
し
ま
す
。

・ 

係
員
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
す
。

・ 

扉
や
窓
の
常
時
開
放
ま
た
は
定
期
的

な
換
気
を
行
い
ま
す
。

・ 

抗
ウ
イ
ル
ス
加
工
鉛
筆
を
設
置
し
ま

す
。

・ 

記
載
台
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
方
が

触
れ
る
箇
所
の
定
期
的
な
消
毒
を
実

施
し
ま
す
。

　
投
票
所
に
来
る
際
は
次
の
事
項
に
留

意
し
、
感
染
症
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・ 

マ
ス
ク
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
来

場
前
、
帰
宅
後
の
手
洗
い
な
ど
の
対

策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

投
票
所
で
は
、
有
権
者
が
持
参
し
た

鉛
筆
（
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
）
の
使

用
が
可
能
で
す
。

・ 

投
票
所
内
で
は
周
り
の
方
と
距
離
を

確
保
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

投
票
所
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
で
き

る
だ
け
混
雑
す
る
時
間
帯
を
避
け
て

の
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

37
・
５
度
以
上
の
発
熱
の
あ
る
方
や

体
調
に
不
安
の
あ
る
方
は
事
前
に
保

健
所
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
票
は
、
投
票
日
20
時
30
分
か
ら
鷹

巣
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
駐
車
場
が
狭

い
た
め
、
車
で
の
ご
来
場
は
で
き
る
だ

け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会 

事
務
局

☎
62‐

６
６
１
４

投票日　３月27日（日）

投票所施設名・場所など 投票できる時間帯

北秋田市民ふれあいプラザ
コムコム２階 研修室A、B 8時30分～20時

8時30分～19時合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎

いとく鷹巣ショッピングセンター ９時～19時

期日前投票所　設置期間 3月21日（月）～３月26日（土）

積
極
的
に
期
日
前
投
票
を

　
　
　
利
用
し
ま
し
ょ
う

期
日
前
投
票

　
　
混
雑
状
況
に
つ
い
て

入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

選
挙
公
報
を

　
　
　
　
お
届
け
し
ま
す

入
院
や
出
稼
ぎ
中
の
人
は

郵
便
投
票
は

　
　
　
早
め
の
手
続
き
を

特
別
郵
便
等

　
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す

投
票
所
で
の
感
染
症
対
策

開
票
は
鷹
巣
体
育
館

　
　
　
　
　
で
行
い
ま
す

投
票
は
18
歳
か
ら

投
票
さ
れ
る
方
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い

ま
ず
行
こ
う 

あ
な
た
の
一
票 

市
を
変
え
る

北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投 

票 

日　
３
月
27
日（
日
）

投
票
時
間　
７
時
〜
19
時

一
部
投
票
区
で
は
18
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

入
場
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
３
月
20
日 

告
示
）
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　北秋田市議会議員で昨年の８月に逝去された松橋隆氏（享
年78歳・幸屋渡）が、このたび、正六位ならびに旭日双光
章を受章し、１月28日に市役所で伝達式が行われました。
　松橋氏は平成11年に阿仁町議会議員に初当選し、令和３
年まで７期21年の永きに渡り議員として務められ、市の発
展・振興と地方自治発展のために尽力されました。
　伝達式には、長女の木村央子さんが出席され、津谷市長、
黒澤市議会議長の同席のもと、北秋田地域振興局の土門総務
企画部長から位記と勲記が伝達されました。木村さんは「と
ても光栄で、父の兄弟にも見せてあげたい」などと話しました。

故松橋隆氏 叙位・叙勲伝達式
議員活動の功労を称えて叙勲

伝達

　阿仁比立内がっこステーションお披露目会が１月26日に
秋田内陸線比立内駅舎で行われました。
　この取り組みは比立内駅舎を借りているNPO秋田内陸線
エコミュージアム会議の会員である地域おこし協力隊の斎藤
美奈子隊員が、地域の方などの協力を得て約２か月かけて駅
舎の改装作業を行い「新しい出会いと情報の発着所」をコン
セプトとしたコワーキングスペースと地域のコミュニティ広
場として完成させました。
　会では虻川副市長が「関係人口の増加につながる良いコ
ミュニティの場となるよう応援したい」とあいさつしました。

阿仁比立内がっこステーションお披露目会
新たな出会いと情報の発着所にお被

露目

　阿仁前田温泉駅の駅メロ「四季美湖物語」お披露目会が、
１月15日に同駅で行われました。
　この駅メロは、四季美湖地域づくりネットワーク森吉山（佐
藤慶博チーフ）が森吉山ダムソング「四季美湖物語」を活用
した情報発信に取り組むなかで、四季美湖の最寄り駅である
阿仁前田温泉駅の知名度や湖周辺のイメージ向上等を狙って
誕生したものです。
　津谷市長は「四季美湖・森吉山ダムPRのために作成され
たダムソングが駅メロになった。内陸線を利用してもらい景
色や温泉を楽しんでもらいたい」などとあいさつしました。

駅メロ「四季美湖物語」お披露目会
四季美湖の知名度アップを狙うお被

露目

　JA秋田たかのす青年部による雪中稲刈りが、２月１日に
大太鼓の館前で行われました。
　この日は、１月15日に雪田に植えられた稲が、農業関係
者が見守る中、刈り手を務めた小坂亮太さんの手によって丁
寧に刈り取られました。
　刈り取られた稲はJA秋田たかのす稲作部会長の畠山喜久
雄さんによって見立てが行われ、今年は「平年並み」とのお
告げになりました。
　畠山さんは「稲が倒伏するものと思い、苗や水の管理など
技術でカバーしてもらいたい」などと話しました。

JA秋田たかのす青年部 雪中稲刈り
今年は「平年並み」のお告げ地域

行事

　国際樹氷サミット2022 in北秋田市が、１月29日にオン
ラインで開催されました。
　このサミットは、山形市、青森市、北秋田市の３市が連携し、
「日本三大樹氷観賞地」として世界的に認知されることを目
指すため開催されてきたものです。
　今回は、絶景プロデューサー 詩歩氏、WAmazing株式会
社 代表取締役CEO加藤史子氏の２人をお招きし、記念トー
クや基調講演のほか、３市の市長等が参加するパネルディス
カッションが行われ、観光振興について様々な意見が交わさ
れました。

国際樹氷サミット2022 in北秋田市
樹氷の魅力発信を考える観光

振興

　世界遺産登録記念！伊勢堂岱遺跡オリジナルのぼり旗お披
露目セレモニーが、１月24日に北秋田地域振興局で行われ
ました。この事業は、北秋田地域振興局が伊勢堂岱遺跡の世
界文化遺産登録を契機に地域全体の盛り上がりや、観光・産
業振興への効果を高めるため北秋田管内15小学校の協力に
より「オリジナルのぼり旗」を制作したものです。
　セレモニーで津谷市長は「子どもたちが素晴らしいお祝い
の言葉と川柳を考えてくれ、みんなの思いが伝わった。この
のぼり旗を見て関心を持ってもらい、たくさんの方々に遺跡
を訪れてもらいたい」などとあいさつしました。

伊勢堂岱遺跡オリジナルのぼり旗お披露目セレモニー
のぼり旗で伊勢堂岱遺跡をPR観光

振興

　北秋田市内４つの中学校で、１月21日に日本バター餅協
会から「点が伸びる合格祈願バター餅」が贈呈されました。
　鷹巣中学校で行われた贈呈式では、３年生の代表11人が
参加し、村井会長から佐藤尚貴さんに合格祈願バター餅が手
渡されました。
　村井会長は「これまで教わったことや自分の力を信じて受
験に向かってほしい」と生徒たちを激励し、生徒を代表して
長崎啓徳さんが「バター餅のように粘り強く、最後の１秒ま
で粘って、点数が伸びるよう合格を目指して頑張りたい」と
決意を述べました。

「点が伸びる合格祈願バター餅」の贈呈
最後まで粘り強く合格目指す合格

祈願
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施
政
方
針

▲施政方針を述べる津谷市長

「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
新
た
な
北
秋
田
市
を
目
指
し
て
、
前
へ
」
を
合
言
葉
に

〜
『
住
民
が
主
役
の
〝
も
り
〞
の
ま
ち
』
の
実
現
を
目
指
す
〜

令
和
４
年
度

　
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
で
、
津
谷
市
長
が
令
和

４
年
度
の
主
な
事
業
と
施
策
の
大
綱
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
、

緊
張
感
を
も
っ
て
対
応
に
当
た
り
市
民
の
生
命
を
守
る

こ
と
を
第
一
に
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
す

る
」
と
し
「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
地
域
経
済
を
再
生

さ
せ
る
た
め
、
苦
境
に
陥
っ
た
市
民
や
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
の
施
策
や
消
費
喚
起
策
を
機
動
的
に
打
ち
出

す
」「
農
林
業
や
商
工
業
の
持
続
可
能
な
産
業
基
盤
の

構
築
に
結
び
付
け
る
た
め
、
後
継
者
、
新
た
な
担
い
手

や
承
継
者
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
」「
新
た
な
生
活

様
式
や
仕
事
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
と
な
っ
た
伊
勢
堂
岱
遺
跡
な
ど
観

光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
に
官
民
一
体
で
取
り
組
み
、
交
流
人
口

の
増
加
や
地
域
経
済
の
好
循
環
を
目
指
す
」
な
ど
と
方

向
性
を
示
し
ま
し
た
。（※

一
部
抜
粋
で
掲
載
し
ま
す
）

●
大
館
能
代
空
港
の
２
便
化
の
回
復
と
３
便
化

の
維
持
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
域
の
魅
力
や
市
の
取
り

組
み
等
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
に
対
し
て

も
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
呼
び
か
け
ま
す
。

●
移
住
支
援
制
度
や
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
体
感
し
た
市
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に

よ
り
発
信
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
体
験
が
で

き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

●
若
者
の
結
婚
支
援
は
、
結
婚
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
対
面
相
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
婚

活
な
ど
の
取
り
組
み
と
、
カ
ッ
プ
ル
成
立
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

●
保
育
園
や
小
・
中
学
校
を
対
象
と
し
た
ふ
る

さ
と
教
育
補
助
や
高
校
生
定
期
券
補
助
を
継

続
し
、
貸
切
列
車
や
割
引
切
符
へ
の
助
成
措

置
に
よ
り
増
客
に
努
め
ま
す
。

●「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」「
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
」「
ひ

ま
わ
り
畑
」
な
ど
、
観
光
素
材
の
掘
り
起
こ

し
や
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
努
め

「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
秋
田
内
陸
線
」

の
創
造
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
事
務
事
業
の
精

査
や
経
費
節
減
な
ど
を
通
し
て
、
健
全
財
政

の
維
持
を
図
り
ま
す
。

●
施
設
の
維
持
管
理
、
修
繕
お
よ
び
更
新
を
計

画
的
に
実
施
し
ま
す
。
処
分
可
能
な
遊
休
資

産
は
効
率
的
な
運
用
を
行
う
ほ
か
、
積
極
的

に
売
却
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
国
標
準
化
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
や
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
努
め
、
利
便
性
向
上
と
行
政
運
営
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
籍
調
査
事
業
は
、
鷹
巣
地
区
を
対
象
に
事

業
の
早
期
終
了
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

●
市
税
収
入
は
市
民
の
信
頼
に
基
づ
く
市
政
を

運
営
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
自
主
財
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
平
・
公
正
の
原
則
の
も

と
適
正
な
課
税
に
努
め
ま
す
。

●
生
活
状
況
に
配
慮
し
、
き
め
細
か
な
相
談
の

実
施
な
ど
納
税
者
に
寄
り
添
っ
た
徴
収
と
利

便
性
の
向
上
や
滞
納
額
縮
減
に
努
め
ま
す
。

●
温
暖
化
対
策
は
日
常
生
活
で
の
環
境
負
荷
の

軽
減
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
３
Ｒ
活
動

を
中
心
と
し
た
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を

推
進
し
「
環
境
基
本
計
画
」
で
策
定
し
た
目

標
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
自
治
会
や
町
内
会
に
対
す
る
各
種
支
援
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

●
交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
安

全
施
設
の
整
備
と
適
正
な
管
理
を
行
い
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」
で
策
定
し

た
目
標
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
消
費
者
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
消
費
者
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
啓
発
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
や
窓
口
支
援
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
ま
す
。

●「
ご
遺
族
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
様
々

な
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
し
、
ご
遺
族

の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

●
新
た
に
高
校
生
の
助
成
を
拡
大
し
乳
幼
児
か

ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
す
る
こ

と
で
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
は
、
税
率
等
を
改
定
し
被
保

険
者
の
負
担
軽
減
と
適
正
な
予
算
執
行
を
図

り
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
不
安
を
感

じ
な
い
よ
う
適
切
な
情
報
提
供
や
個
別
支
援

を
行
い
ま
す
。

●
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
基
に
個
別
避
難

計
画
の
作
成
に
取
り
組
み
、
迅
速
か
つ
適
切

な
避
難
行
動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
わ
ん
ぱ
ぁ
く
の
移

転
改
築
を
進
め
、
多
く
の
子
育
て
世
帯
に
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
運
営
を
検
討
し
ま
す
。

●
社
会
情
勢
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な

が
ら
安
心
安
全
で
質
の
高
い
保
育
と
保
育
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
介
護
予
防
講
座
や
各
種
サ
ロ
ン
の
開
催
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
等
を
通
じ
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
き
め

細
か
な
相
談
と
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
認
知
症
の
人
や
家
族
の
困
り
ご
と
の
解
決
に

向
け
て
支
援
し
ま
す
。
徘
徊
に
よ
る
事
故
防

止
と
早
期
発
見
の
た
め
、
徘
徊
高
齢
者
等
見

守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め

ま
す
。

●
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
コ
コ
ロ

ン
」
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続
し
健
診
受
診
率

の
向
上
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

●
医
療
機
関
等
協
力
機
関
と
連
携
し
ワ
ク
チ
ン

追
加
接
種
が
速
や
か
に
進
む
よ
う
取
り
組
み
、

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
ま
で
外
来
、
入
院
等
の
医

療
体
制
と
検
査
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

●
市
民
病
院
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、

開
業
医
や
市
内
診
療
所
と
連
携
し
安
心
安
全

な
地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
医
師
確
保
は
、
充
足
率
の
維
持
向
上
を
目
指

し
て
秋
田
県
と
秋
田
大
学
医
学
部
に
対
し
医

師
の
派
遣
を
要
請
す
る
ほ
か
、
常
勤
医
師
奨

励
金
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

●
各
診
療
所
は
医
師
の
確
保
と
病
診
連
携
を
図

り
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
需
要
に
応
じ
た
生
産
・
販
売
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
営
農
体
制
の
強
化
や
経
営
基
盤
の

維
持
・
確
立
を
支
援
し
ま
す
。
労
働
力
不
足

等
を
克
服
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
活
用
や
小
規
模
農
家
が
営
農
継
続
に
必
要

な
農
業
機
械
導
入
な
ど
、
市
独
自
の
支
援
策

も
講
じ
て
農
家
規
模
に
応
じ
た
農
業
経
営
を

支
援
し
ま
す
。

●
新
規
就
農
者
や
農
業
経
営
継
承
者
に
資
金
支

援
や
技
術
取
得
研
修
な
ど
、
農
業
の
優
れ
た

担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
繁
殖
用
牛
や
比
内
地
鶏
素
雛
導
入
に
対
す
る

助
成
な
ど
、
農
家
の
経
費
負
担
の
軽
減
を
図

り
経
営
継
続
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

●
友
好
交
流
都
市
国
立
市
と
の
「
森
林
整
備
の

実
施
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
い
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
ほ
か
、
市
内
小
学
生
を
対
象

と
し
た
木
育
の
実
施
や
森
林
資
源
の
積
極
的

な
使
用
と
木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
林
道
等
の
新
設
に
よ
る
路
網
の
拡
大
と
既
存

路
線
の
適
正
な
管
理
を
行
い
、
充
実
し
た
路

網
の
構
築
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
農
作
物
等
被
害
の
抑
制
の
た
め
、
啓
発
活
動

や
猟
友
会
な
ど
と
駆
除
を
適
宜
実
施
し
市
民

の
安
心
安
全
に
努
め
ま
す
。

●
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
活
用
し
、
企
業
の

人
材
確
保
や
学
生
、
保
護
者
等
に
対
し
地
元

産
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
市
内
就
業
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

●
中
小
企
業
の
経
営
力
強
化
を
図
る
た
め
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
販
路
開
拓
と
販
売
促
進
の

取
り
組
み
や
特
産
品
等
の
開
発
と
地
域
の
新

た
な
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
を
後
押
し
し
ま
す
。

●
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
優
遇
制
度
を
Ｐ

Ｒ
し
、
既
存
進
出
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

や
資
格
取
得
、
雇
用
確
保
等
を
支
援
し
ま
す
。

●
起
業
支
援
や
賑
わ
い
創
出
の
新
規
出
店
者
を

応
援
す
る
環
境
整
備
、
空
き
店
舗
等
の
利
活

用
を
含
む
事
業
承
継
に
取
り
組
む
事
業
者
を

支
援
し
ま
す
。

●
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
Ｄ
Ｘ

推
進
の
た
め
、
関
係
人
口
増
加
に
つ
な
が
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
創
出

に
向
け
事
業
環
境
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

●「
日
本
三
大
樹
氷
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
森
吉

山
の
情
報
発
信
に
取
り
組
み
「
小
又
峡
」
や

「
安
の
滝
」
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
世
界
文
化
遺
産「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」を
は
じ
め
、

大
太
鼓
や
マ
タ
ギ
等
の
歴
史
・
文
化
を
活
か

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
函
館
・

津
軽
・
秋
田
広
域
観
光
推
進
協
議
会
」
等
の

広
域
的
な
連
携
で
観
光
誘
客
に
努
め
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
別
枠
に
よ
る

融
資
を
継
続
し
、
地
域
経
済
と
市
民
生
活
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
を
継
続
し
、
居
住
環

境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
市
営
住
宅
の
整
備
は
、
阿
仁
地
区
や
森
吉
地

区
・
合
川
地
区
の
住
宅
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
は
鷹
巣
処
理
区
北
部
面
整
備
や

米
内
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
耐
震
化
・
改
築
の
推

進
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
会
計
は
経
営
の
健
全
化
・
効
率

化
を
図
る
た
め
使
用
料
改
定
の
準
備
を
進
め
、

安
定
的
か
つ
持
続
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
積
極
的
に
研
修
参
加
を
推
奨
し
、
人
事
評
価

制
度
の
適
切
な
運
用
で
職
員
の
意
識
改
革
と

実
務
能
力
の
向
上
・
組
織
の
活
性
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
時
間
外
勤
務
の
縮
減
、
休
暇
取
得
促
進
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
の
育
児

等
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
し
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
防
災
ラ
ジ
オ
を
有
事
の
際
の
情
報
伝
達
に
加

え
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
有
効
利
用
に

努
め
普
及
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。 

新
た

な
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
の
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
広
報
紙
等
で
周
知
し
ま
す
。

●
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
出
前
講
座
な
ど

を
活
用
し
、
活
動
に
対
す
る
支
援
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
自
主
防
災
組
織
の
結

成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
、
既
存

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

各
課
等
の

　
　
主
な
施
策
と
事
業
等

　
総
務
課

　
総
合
政
策
課

　
医
療
健
康
課

　
農
林
課

　
福
祉
課

　
高
齢
福
祉
課

　
財
政
課

　
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
商
工
観
光
課

　
税
務
課

　
都
市
計
画
課

　
市
民
課

　
生
活
課

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
経
済
対
策
室
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●
生
活
道
路
の
側
溝
、
舗
装
、
交
通
安
全
施
設

の
維
持
工
事
を
計
画
的
に
行
う
ほ
か
、
崩
落

危
険
箇
所
等
の
改
良
工
事
に
よ
り
適
正
な
維

持
管
理
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

●
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
、
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
等
の
予
防
保
全
的
な
修
繕
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

●
主
要
道
路
や
河
川
の
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

と
河
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
等
を
行
い
、
災
害

の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

●
老
朽
化
し
て
い
る
除
雪
機
械
の
更
新
を
計
画

的
に
進
め
、
自
治
会
や
県
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
安
全
な
通
行
の
確
保
と
「
生
活
を

守
る
除
排
雪
」
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

●
老
朽
管
更
新
工
事
や
管
路
移
設
工
事
な
ど
、

計
画
的
か
つ
効
率
的
な
管
網
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
漏
水
調
査
事
業
で
復
元
漏

水
へ
の
対
応
を
図
り
、
機
械
設
備
等
の
定
期

的
な
点
検
や
巡
視
に
よ
り
必
要
に
応
じ
た
措

置
を
講
じ
、
適
正
な
維
持
管
理
で
水
道
水
の

安
定
供
給
と
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
水
道
事
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
と
共
有

し
、
将
来
課
題
で
あ
る
「
人
口
減
少
に
伴
う

料
金
収
入
の
減
少
」「
老
朽
施
設
の
更
新
費

用
の
捻
出
」
を
見
据
え
、
水
道
事
業
の
基
盤

強
化
と
持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
に
対
し
て
無

線
連
動
型
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
に
補

助
制
度
を
新
設
し
、
戸
別
訪
問
や
防
火
座
談

会
な
ど
で
火
災
予
防
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
防
災
関
係
機
関
や
要
配
慮
者
利
用
施
設
お
よ

び
そ
の
利
用
者
の
参
加
を
得
な
が
ら
避
難
誘

導
等
の
訓
練
を
促
し
、
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
自
然
災
害
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
テ
ロ
や
化

学
災
害
に
も
対
応
可
能
な
資
機
材
の
整
備
や
、

よ
り
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
職
員
育
成
と

救
助
対
応
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
消
防
本
部
再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、
森
吉
・

合
川
統
合
分
署
新
築
工
事
を
進
め
ま
す
。

●
消
防
団
車
両
の
適
正
配
備
を
図
り
、
技
術
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
年
々
減
少
す
る

消
防
団
員
を
確
保
す
る
た
め
、
報
酬
等
の
見

直
し
な
ど
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
阿
仁
地
区
統
合
学
校
の
整
備
に
向
け
、
現
阿

仁
合
小
学
校
校
舎
を
改
修
す
る
た
め
の
調
査

設
計
業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、
様
々
な
要

因
か
ら
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
児
童
・
生
徒

に
対
し
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
心
身
の
回
復

を
支
援
し
ま
す
。

●
教
育
留
学
事
業
は
、
本
市
の
豊
か
な
教
育
資

産
や
自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、

関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

●
学
校
給
食
は
、
地
元
生
産
者
と
連
携
を
図
り
、

地
場
産
食
材
の
使
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

保
護
者
や
学
校
と
連
絡
を
密
に
し
て
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安

心
安
全
な
給
食
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

●「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

に
向
け
た
授
業
改
善
を
進
め
、
各
校
の
実
践

や
活
用
の
具
体
例
を
情
報
共
有
し
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効

果
的
な
活
用
に
よ
る
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

●
道
徳
教
育
の
充
実
や
、
一
人
一
人
が
活
躍
す

る
場
や
他
者
か
ら
認
め
ら
れ
る
場
の
工
夫
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
生
か
し

た
指
導
の
工
夫
に
よ
り
、
自
尊
感
情
や
自
己

有
用
感
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
い

じ
め
・
不
登
校
・
問
題
行
動
の
未
然
防
止
お

よ
び
早
期
発
見
・
即
時
対
応
に
努
め
ま
す
。

●
総
合
学
習
補
助
事
業
や
郷
土
資
料
集
「
き
ら

り
☆
き
た
あ
き
た
」
の
活
用
、
地
域
人
材
・

地
域
素
材
を
活
用
し
た
学
び
の
場
づ
く
り
・

絆
づ
く
り
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
へ
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
阿
仁
合
小
学
校
・
大
阿
仁
小
学
校
・
阿
仁
中

学
校
は
、
閉
校
に
向
け
た
学
校
行
事
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
統
合
校
の
開
校
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●「
ふ
る
さ
と
に
学
び
、
文
化
を
は
ぐ
く
み
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
、「
学
び
」「
子
ど
も
」「
地
域

づ
く
り
」「
芸
術
文
化
」「
文
化
財
」
の
５
つ

の
分
野
で
基
本
方
針
と
重
点
目
標
を
掲
げ
、

具
体
的
な
事
業
の
展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
学
習
機
会
の
提
供
や
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
活
動
支
援
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、
読
書

を
通
し
た
多
様
な
学
習
活
動
な
ど
、
学
び
の

機
会
の
提
供
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
教
育
や
自
然
体
験
活
動
支
援
、
家

庭
教
育
支
援
の
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

地
域
学
校
協
働
活
動
を
通
じ
て
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
改
築
中
の
合
川
公
民
館
は
、
４
月
24
日
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お
り
、
市
民
に
親
し

ま
れ
、
安
心
し
て
集
え
る
地
域
の
拠
点
機
能

を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

●
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
伊
勢
堂
岱
遺

跡
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
関
係
団
体

と
よ
り
一
層
連
携
し
、
適
切
な
保
存
や
魅
力

あ
る
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
情

報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。地
域
に
残
る
有
形
・

無
形
文
化
財
も
、
そ
の
価
値
を
共
有
で
き
る

よ
う
、
保
存
・
継
承
に
取
り
組
み
ま
す
。

●「
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

●
安
心
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
提
供
す
る
た

め
、
施
設
・
設
備
の
適
切
な
維
持
管
理
と
器

具
・
用
具
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
大
学
や
実
業
団
等
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

や
押
尾
川
親
方
に
よ
る
相
撲
教
室
な
ど
を
開

催
し
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ
機
会

の
提
供
に
取
り
組
む
と
と
も
に
児
童
・
生
徒

の
全
国
大
会
等
の
大
会
出
場
へ
支
援
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
課

　
生
涯
学
習
課

　
消
防
本
部

　
水
道
課

　
水
道
課

　
建
設
課

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

3 月定例会

行 政 報 告
　
令
和
４
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例

会
は
２
月
９
日
か
ら
25
日
ま
で
の
会
期

で
開
催
。
初
日
に
は
施
政
方
針
、
行
政

報
告
、
会
派
代
表
質
問
、
10
日
は
上
程

さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
14
日
と

15
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

16
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
審
査
と
な
り
、
最
終
日
は
委
員

長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
な
ど
が

行
わ
れ
結
審
し
ま
し
た
。
行
政
報
告
の

主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総 

務 

部

■ 

総
務
課
関
係

　
職
員
採
用
試
験
（
後
期
）
は
、
大
学

卒
程
度
一
般
行
政
21
人
、
建
築
・
土
木

０
人
、
学
芸
員
１
人
、
消
防
吏
員
26
人

の
応
募
が
あ
り
、
１
月
９
日
に
大
学
卒

程
度
一
般
行
政
お
よ
び
学
芸
員
、
１
月

15
日
に
消
防
吏
員
の
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

は
、
全
国
的
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る

感
染
が
急
速
に
増
加
し
、
県
内
で
の
新

規
感
染
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
へ
の
基
本
的
な
感
染
対
策

の
徹
底
や
感
染
リ
ス
ク
の
回
避
を
呼
び

か
け
る
な
ど
感
染
拡
大
防
止
の
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

総
合
政
策
課
関
係

　
12
月
12
日
に
『
地
域
づ
く
り
・
活
性

化
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
と
語
る
北
秋

田
市
』を
テ
ー
マ
に「
市
長
と
語
ろ
う
！

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
12
月
30
日
に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
鷹
巣
で

「
就
職
・Ａ
タ
ー
ン
相
談
会
」
を
開
催
し
、

ま
た
「
出
張
！
北
秋
田
市
な
ん
で
も
結

婚
相
談
所
」
も
併
設
し
行
い
ま
し
た
。

■ 

内
陸
線
再
生
支
援
室
関
係

　
12
月
８
日
に
縄
文
小
ケ
田
駅
前
の
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
で
収
穫
し
た
「
お
米
試
食

会
」
が
清
鷹
小
学
校
で
開
か
れ
、
５
年

生
が
収
穫
し
た
あ
き
た
こ
ま
ち
の
試
食

と
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
提
案
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
企
画
列
車「
笑
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ダ
イ
ニ
ン
グ
」

「
利
き
酒
列
車
」「
ご
っ
つ
お
玉
手
箱
列

車
」
が
好
評
運
行
中
で
す
。
ま
た
、
臨

時
快
速
列
車「
森
吉
山
樹
氷
ラ
イ
ナ
ー
」

が
１
月
８
日
か
ら
２
月
28
日
の
期
間
で

運
行
し
ま
し
た
。

財 

務 

部

■ 

財
政
課
関
係

　
11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
工

事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以
上
）

は
２
件
で
、
契
約
額
２
５
７
１
万
８
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

税
務
課
関
係

　
市
税
収
納
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、

日
中
や
平
日
に
納
税
の
相
談
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
の
夜
間
・
休
日
納
税
相

談
窓
口
を
12
月
16
日
と
19
日
、
24
日
に

開
設
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
部

■ 

生
活
課
関
係

　
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
解
体
撤
去

工
事
は
12
月
28
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
第
３
次
北
秋
田
市
交
通
安
全
計
画
は
、

12
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
「
北
秋
田
市

交
通
安
全
対
策
会
議
」
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
と

防
犯
指
導
隊
連
合
会
の
合
同
に
よ
る
安

全
祈
願
式
お
よ
び
査
閲
式
が
、
１
月
８

日
に
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
地
区
交
通
安
全
祈
願
祭
が
、

１
月
12
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

市
民
課
関
係

　
12
月
末
現
在
の
住
民
登
録
者
数
は
３

万
１
１
２
人
で
、
世
帯
数
は
１
万
３
８

０
９
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
12
月
末
現
在
の

被
保
険
者
数
は
６
４
６
６
人
、
加
入
世

帯
数
は
４
５
２
７
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
12
月
末
現
在

の
被
保
険
者
数
は
７
５
７
５
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部

■ 

福
祉
課
関
係

　
令
和
４
年
度
の
保
育
所
等
の
入
所
申

込
状
況
は
、
11
月
末
現
在
で
５
９
１
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阿
仁
保
育
園
に

は
申
込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
北
秋
田
市
障
害
児
通
園
施
設
も
ろ
び

こ
ど
も
園
は
、
旧
鷹
巣
中
央
児
童
館
へ

移
転
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
完
了
し
、

12
月
１
日
よ
り
開
園
し
て
い
ま
す
。

　
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

１
世
帯
あ
た
り
６
０
０
０
円
を
助
成
す

る
暖
房
費
等
助
成
事
業
は
、
１
月
19
日

現
在
で
２
５
３
２
世
帯
に
給
付
し
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業

は
、
12
月
24
日
か
ら
対
象
児
童
３
１
３

４
人
を
養
育
す
る
保
護
者
１
８
１
４
人

へ
給
付
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
生
服
等
の
リ
ユ
ー
ス
無
料
譲
渡

会
」
を
、
１
月
16
日
に
合
川
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

▲「市長と語ろう! タウンミーティング」
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■ 

高
齢
福
祉
課
関
係

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
12
月
末
現
在
の

登
録
世
帯
数
は
７
３
６
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。
12
月
の
利
用
は
３
５
３
世
帯

延
べ
２
４
９
５
件
と
、
昨
年
度
よ
り
19

世
帯
66
件
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
12
月
末
現
在
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
数
が
２
７
９
７
人

で
、
そ
の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
２

４
７
４
人
、
認
定
に
対
す
る
受
給
率
は

88
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

医
療
健
康
課
関
係

　
成
人
保
健
事
業
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
と
し
て
、
１
月
18
日
に
「
す
こ
や
か

健
康
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
食
育
推
進
事
業
は
、
11
月
か
ら
１
月

ま
で
10
会
場
で
地
区
巡
回
健
康
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
は
、
12
月
末
現
在
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
者
数
は
、

高
齢
者
が
６
９
７
４
人
、
子
ど
も
と
妊

婦
が
２
４
５
１
人
で
、
高
齢
者
の
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
は
２
８
４
人
が
接
種
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
初
回
接
種

は
、
１
月
25
日
現
在
12
歳
以
上
の
接
種

率
が
１
回
目
92
・
７
％
、
２
回
目
92
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
追
加
接
種
は
、
初
回
接
種
完
了
後
６

か
月
経
過
し
た
医
療
従
事
者
、
高
齢
者

施
設
入
所
者
、
従
事
者
等
に
12
月
上
旬

よ
り
順
次
接
種
券
を
発
送
し
、
１
月
25

日
現
在
６
０
０
人
が
接
種
し
て
い
ま
す
。

一
般
の
高
齢
者
は
、
１
月
21
日
か
ら
順

次
接
種
券
を
発
送
し
、
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■ 

診
療
所
関
係

　
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
市
立
３
診
療

所
の
外
来
患
者
数
は
、
阿
仁
診
療
所
で

は
内
科
６
２
３
人
で
前
年
同
期
対
比
５

７
８
人
の
減
、
外
科
１
５
８
６
人
で
２

５
５
人
の
増
、
歯
科
４
６
０
人
で
87
人

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
川
診
療
所

で
は
９
８
８
人
で
、
前
年
同
期
対
比
58

人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米
内
沢
診

療
所
で
は
内
科
１
８
８
１
人
で
前
年
同

期
対
比
１
５
７
人
の
減
、
小
児
科
１
９

３
人
で
32
人
の
減
、
整
形
外
科
４
０
５

人
で
14
人
の
減
、
脳
血
管
外
科
65
人
で

21
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
民
病
院
、
阿
仁
診
療
所
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、
１
月
21
日
か
ら
25
日
ま
で
市
民

病
院
の
一
部
入
院
制
限
を
行
う
と
と
も

に
、
阿
仁
診
療
所
を
１
月
24
日
か
ら
29

日
ま
で
休
診
し
、
処
方
箋
の
み
対
応
す

る
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

産 

業 

部

■ 

農
林
課
関
係

　
令
和
４
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
12
月

21
日
に
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨

時
総
会
を
開
催
し
、
北
秋
田
市
の
生
産

の
目
安
を
１
万
５
６
５
２
ト
ン
、
面
積

換
算
値
で
は
２
９
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

決
定
し
ま
し
た
。
内
訳
は
Ｊ
Ａ
が
１
万

５
５
２
６
ト
ン
、
そ
の
他
集
荷
者
は
１

２
６
ト
ン
で
、
今
後
Ｊ
Ａ
等
か
ら
目
安

が
配
分
さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
す
。

　
市
有
林
造
林
事
業
は
、
赤
吹
（
阿
仁

鍵
ノ
滝
）
で
ス
ギ
と
カ
ラ
マ
ツ
の
合
計

12
・
90
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
植
と
、
令
和

２
年
度
に
植
栽
し
た
箇
所
４
・
78
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
下
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
中
小
又
沢
（
栄
）
で
22
・
04
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
間
伐
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
林
道
改
良
事
業
は
、
関
ノ
沢
線
（
三

木
田
）の
改
良
と
、奥
見
内
線（
七
日
市
）

の
橋
梁
改
良
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

■ 

商
工
観
光
課
関
係

　
市
街
地
活
性
化
対
策
は
、
12
月
12
日

か
ら
２
月
６
日
ま
で
米
代
児
童
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
「
第
14
回
北
秋
田
き
ら

き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
観
光
振
興
は
、
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー

場
が
12
月
11
日
に
冬
期
間
の
営
業
を
開

始
し
、
１
月
８
日
か
ら
は
樹
氷
観
賞
期

間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は

「
秋
田
県
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
キ
ー
チ
ケ
ッ

ト
」
が
東
北
５
県
在
住
の
方
限
定
で
販

売
さ
れ
た
ほ
か
、
観
光
庁
事
業
を
活
用

し
た
ア
ク
セ
ス
バ
ス
の
運
行
や
ス
キ
ー

場
に
カ
フ
ェ
を
設
置
す
る
な
ど
新
た
な

誘
客
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
お
も
て
な
し
宿
泊
支
援
事

業
は
、
県
事
業
の
あ
き
た
冬
割
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
の
相
乗
効
果
も
あ
り
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
各
宿
泊
施
設
に
お
い
て
感
染
症

対
策
に
留
意
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

　 

急
経
済
対
策
室
関
係

　
市
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
実

施
し
て
い
る
冬
の
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
付
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
は
、
12
月
24

日
ま
で
チ
ケ
ッ
ト
の
引
換
を
行
い
、
７

７
９
１
世
帯
３
万
３
３
２
セ
ッ
ト
２
億

２
７
４
９
万
円
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
換
金
申
請
額
は

１
月
14
日
現
在
で
87
・
４
％
、
１
億
９

８
７
７
万
５
５
０
０
円
で
、
さ
ら
な
る

経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

建 

設 

部

■ 

都
市
計
画
課
関
係

　
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
は
、
２
棟
８

戸
に
係
る
解
体
工
事
が
３
月
の
完
了
に

向
け
て
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区

で
面
整
備
工
事
２
件
、
米
内
沢
処
理
区

で
施
設
統
廃
合
整
備
工
事
１
件
が
完
成

し
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
は
、
20
基
が

完
成
し
て
い
ま
す
。

■ 

建
設
課
関
係

　
令
和
３
年
11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況
は
、
河
川
維

持
工
事
３
件
、
道
路
等
維
持
工
事
３
件
、

防
災
・
安
全
交
付
金
事
業
５
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
除
雪
事
業
は
、
12
月
５
日
に
今
シ
ー

ズ
ン
最
初
の
早
朝
除
雪
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

水 

道 

局

■ 

水
道
課
関
係

　
建
設
改
良
工
事
は
、
小
又
橋
橋
梁
添

架
配
水
管
補
修
工
事
、
摩
当
地
区
消
火

栓
更
新
工
事
、
大
野
台
地
区
消
火
栓
更

新
工
事
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

消
防
本
部

■ 

常
備
消
防
関
係

　
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
火
災
発
生
状

況
と
消
防
活
動
は
、
火
災
の
発
生
は
無

く
、
救
急
出
場
は
２
９
１
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
は
３
件

で
、
う
ち
２
件
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

救
助
出
場
は
13
件
で
、
う
ち
交
通
事
故

が
12
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い
、

１
月
23
日
に
市
内
２
地
区
で
火
災
想
定

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
消
防
吏
員
活
躍
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
事
業
に
よ
り
、
12
月
３
日
に

北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
消
防

職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■ 

非
常
備
消
防
関
係

　
12
月
１
日
に
秋
田
工
業
株
式
会
社
阿

仁
工
場
に
対
し
、
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
出
初
式
を
１
月
９
日
に
開
催
し
、

２
年
振
り
に
消
防
団
員
と
消
防
車
両
に

よ
る
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
行
進

に
は
昨
年
結
成
し
た
高
校
生
消
防
ク
ラ

ブ
や
園
児
な
ど
も
参
加
し
て
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
会
館
で
は
消
防

団
員
な
ど
４
１
５
人
が
参
加
し
て
式
典

を
行
い
、
今
年
１
年
の
無
火
災
・
無
災

害
・
無
事
故
を
誓
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

■ 

総
務
課
関
係

　
12
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
の
日
程
で

「
短
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
留
学
Ⅱ
」
を
行
い

ま
し
た
。
県
外
か
ら
16
人
の
小
・
中
学

生
が
参
加
し
、
ス
キ
ー
や
雪
あ
そ
び
、

き
り
た
ん
ぽ
作
り
な
ど
の
体
験
と
英
語
、

社
会
科
の
授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
学
校
施
設
の
整
備
は
、
森
吉
中
学
校

と
合
川
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
が

完
成
し
て
い
ま
す
。

■ 

学
校
教
育
課
関
係

　
１
月
６
日
、
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員

発
表
会
を
開
催
し
、
教
育
実
践
等
に
つ

い
て
３
組
の
教
員
の
発
表
後
、
井
川
義

務
教
育
学
校
長
の
京
野
真
樹
氏
に
よ
る

講
演
を
行
い
、
阿
仁
地
区
義
務
教
育
学

校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
市
内
の
入
学
予
定
者
数
は

小
学
校
１
６
０
人
、
中
学
校
１
９
７
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
26
日
、
市
内
小
学
校
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

感
染
児
童
が
在
籍
す
る
ク
ラ
ス
を
１
月

27
日
か
ら
31
日
ま
で
学
級
閉
鎖
と
し
ま

し
た
。

■ 

生
涯
学
習
課
関
係

　
12
月
11
日
「
夢
あ
か
り
」
と
「
竹
あ

か
り
」
を
浜
辺
の
歌
音
楽
館
に
展
示
し
、

浜
辺
の
歌
音
楽
館
ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
１
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少

女
合
唱
団
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
12
月
19
日
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
２

０
２
１
」
を
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
月
８
日「
冬
の
笑
楽
校
２
０
２
２
」

を
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
１
月
10
日
「
令
和
３
年
度
北
秋
田
市

成
人
式
」
を
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
新
成
人
を
午
前
に
、

令
和
３
年
度
新
成
人
を
午
後
に
実
施
し
、

出
席
で
き
な
か
っ
た
新
成
人
に
も
ラ
イ

ブ
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
関
係

　
12
月
18
日
、
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
市
内
小
学
校
児
童

を
対
象
と
し
た
第
５
回
北
秋
田
市
な
わ

と
び
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
12
月
24
日
、
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場

開
き
が
行
わ
れ
、
市
や
ス
キ
ー
関
係
者

約
30
人
が
出
席
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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　　総務課総務係 ☎62‐1111問

市職員の給与と職員数の状況
　市職員の給与等の実態について、令和３年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実態調査」
に基づき、その概要をお知らせします。
　なお、同調査結果は、４月中に市ホームページに掲載する予定です。
※市職員の給与は、人事院の給与勧告および国や他の団体との均衡を考慮しながら市議会の審議を経
て条例で定めています。

１人件費の状況

２平均給与額、初任給など

３

４

５

職員手当

特別職の給料など

職員数の状況

※人件費は、特別職に支給される給与、報酬等を含みます。

30,864

28,620,262

713,480

4,298,905

15.0

人　

千円

千円

千円

％　

住民基本台帳人口

歳　　出　　額　（Ａ）

実　　質　　収　　支

人　　件　　費　（Ｂ）

人件費率（Ｂ／Ａ）　    令和２年度

※住民基本台帳人口は、令和３年１月１日現在です。
※実質収支は、形式収支（歳入－歳出）から翌年度に
　繰り越しすべき財源を控除した決算額です。

①人件費（令和２年度普通会計決算）①人件費（令和２年度普通会計決算） ②職員給与費（令和３年度一般会計当初予算）②職員給与費（令和３年度一般会計当初予算）

人413

千円1,535,477

職 員 数（Ａ）

給与費

給料

職員手当

期末・勤勉手当

計（Ｂ）

１人当たり給与費（Ｂ／Ａ）

304,580 千円

616,077 千円

千円2,456,134

 5,947 千円

※特別会計職員を除く一般職員
　（職員数は当初予算計上時の人数です。）

【ラスパイレス指数
（令和３年４月）】

北秋田市のラスパイレス指数
は96.9となりました。
※ラスパイレス指数：
　国の俸給月額を100とした
場合の給与水準

※平均給与月額には、扶養手当、住居手当、通勤手当等を含みます。

①職員の平均給与月額など（令和３年４月１日）①職員の平均給与月額など（令和３年４月１日）

③経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和３年４月１日）③経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和３年４月１日）

一般行政職

技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

円313,986 42歳８ヵ月

区　分

円364,528

円302,330 53歳９ヵ月円317,210

経験年数15～20年未満経験年数10～15年未満経験年数７～10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

区　　　　　分

円

円

233,597

198,782

259,186

225,257

円

円

306,136

271,299

円

円

②初任給の状況（令和３年４月１日）②初任給の状況（令和３年４月１日）

区　分

大学卒

高校卒
一般行政職

　　　　　　　円181,928

　　　　　　　円149,610

給料月額

　区　 分

　６月期

　12月期

　合　 計

期末手当

1.250月分

1.200月分

2.450月分

勤勉手当

0.925月分

0.925月分

1.850月分

①期末手当・勤勉手当の支給割合(令和２年度支給月数)①期末手当・勤勉手当の支給割合(令和２年度支給月数)

①特別職の給料・報酬など(令和２年度支給実績)①特別職の給料・報酬など(令和２年度支給実績)

区　分

市　長
副市長
教育長

議　長
副議長
議　員

847,000 円
624,000 円
552,000 円

356,000 円
320,000 円
302,000 円

給料・報酬(月額) 期 末 手 当

６月期 1.6125月分
12月期 1.5625月分
合　計 3.175月分

※ただし、市長、副市
　長、教育長は、６月
　期不支給

②扶養手当・住居手当・通勤手当(令和２年度支給実績)②扶養手当・住居手当・通勤手当(令和２年度支給実績)

配偶者

子

特定扶養の加算額

父母等

借 家

交通機関利用

交通用具(自動車等)

扶養手当

区　分手当名 手当額

住居手当

通勤手当

6,500

10,000

5,000

6,500

27,000

55,000

31,600

円

円

円

円

円

円

円

最高

最高

最高

区　　　分 職　員　数 対前年
増減数部　　　門 R３R２

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

一

般

行

政

部

門

特別行政部門 （教育）
（消防）

普 通 会 計　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

合　　　　　　計

5
86
22
59
31
0
24
15
23
265
53
96
414
28
10
6
16
60
474

 0
3
0

△ 2
△ 6
0
0
0
0

△ 5
△ 2
△ 1
△ 8
△ 3
0
0
0

△ 3
△ 11

5
89
22
57
25
0
24
15
23
260
51
95
406
25
10
6
16
57
463※税務職・保健職・企業職・技能労務職・福祉職・

　教育職・医療職・消防職・再任用職員を除きます。

標準的な
職務内容 構成比職員数

合　　　　計

区 分

13.4

16.4

17.6

21.3

17.2

9.9

4.2

10 0.0

3 5

4 3

4 6

5 6

4 5

2 6

1 1

2 6 2

主　　事

主　　任

主　　査

副 主 幹

主　　幹

課　　長

部　　長

１ 級

２ 級

３ 級

４ 級

５ 級

６ 級

７ 級

人 ％

①一般行政職の級別職員数（令和３年４月１日）①一般行政職の級別職員数（令和３年４月１日） ②部門別職員数（各年４月１日）②部門別職員数（各年４月１日）

※短時間勤務の再任用職員を除きます。
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秋
田
内
陸
線
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
２
０
２
２
in
縄
文
小
ヶ

田
の
点
灯
式
が
、
２
月
４
日
に
縄
文
小
ヶ
田
駅
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
と
は
、
雪
が
降
り
積
も
っ
た
田
ん
ぼ

の
上
に
、
足
跡
で
幾
何
学
的
な
模
様
を
描
く
ア
ー
ト
作

品
で
、
今
回
は
県
内
初
の
試
み
と
し
て
、
昨
年
７
月
に

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
さ
ら

な
る
盛
り
上
が
り
を
願
っ
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
の
制
作
は
、
青
森
県
田
舎
館
村
で
活

動
し
て
い
る
ス
ノ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集
団
Ｉ
ｔ
，ｓ 

Ｏ

Ｋ
．の
メ
ン
バ
ー
２
人
が
行
い
、
中
央
に
伊
勢
堂
岱
遺

跡
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
い
せ
ど

う
く
ん
」
が
描
か
れ
た
「
縄
文
風
」
の
絵
柄
が
作
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
点
灯
式
に
は
関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
が
参
加
し
、

参
加
者
全
員
で
駅
の
ホ
ー
ム
に
並
び
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
に
合
わ
せ
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
２
月
４
日
か

ら
６
日
ま
で
の
期
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
内
陸
線
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
２
０
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　

in
縄
文
小
ヶ
田

県内初！
沿
線
の
新
た
な

　

風
物
詩
と
な
る
よ
う
に

▲スノーアート制作中の様子▲秋田内陸線スノーアート 点灯式

▲秋田内陸線スノーアート

４大会連続オリンピック出場
北秋田市出身 立崎芙由子選手

北京オリンピックでも
全力の走りと正確な射撃を見せる！

写真：自衛隊体育学校提供

合川地区春彼岸の伝統行事

万 灯 火
ま と び

３月21日（月）

※新田目地区は３月24日（木）

18時30分頃～19時30分頃
※それぞれの場所で時間は異なります

問合せ先 合川公民館 ☎78‐2114
※状況によって実施が変更となる場合があります。

285
24

〈案内図〉

旧合川南小

合川庁舎
新田目新田目
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北秋田市
地域おこし
協力隊

vol.48

阿部 夏代 隊員

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.65

　令和３年度も、いよいよ残り１か月を切りました。

今年の雪の量は大変でしたが、あともう少ししたら本

格的に春を迎えるところですね。暖かくなって、雪が

溶けていくのはうれしいことですが、今回の年度切り

替えとともに、本市ふるさと大使であるキティちゃん

にさようならをせざるを得ず、ちょっと寂しい気持ち

も混ざっています。

　今回の写真は、キティちゃんがふるさと大使に就任

した2018年に市役所森吉庁舎の撮影コーナーで撮っ

たものです。間もなく、就任してから４年間が経とう

としていますが、これを機会に、この４年間の自分を

振り返ってみました。その半分がコロナ禍の中である

ものの、仕事の面でもプライベートな面でも、なんと

か成長することができた気がしています。また、長年

にわたりご愛読いただいている方々に声をかけていた

だいたりして、本当に感謝しています。

　さて、市内にあるキティちゃんの各撮影コーナーで

写真を撮りたい方

は、撤去されるま

で残りわずかです

ので、急いでくだ

さい！

　
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
阿
部
夏
代
で
す
。

　
北
秋
田
市
に
移
住
し
、
早
い
も
の

で
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
移
住
前

は
雪
に
触
れ
る
機
会
が
ほ
ぼ
無
か
っ

た
た
め
、
初
年
度
は
想
像
以
上
の

「
冬
」
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
も

し
か
し
て
遭
難
し
て
い
る
の
か
な
と

不
安
に
な
っ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

春
に
「
あ
の
雪
を
体
験
し
た
の
な
ら

も
う
大
丈
夫
！
ず
っ
と
こ
こ
に
住
め

る
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
安
心

し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
も
ま
た
「
こ
の
雪
を
体
験
し
た

の
な
ら
も
う
大
丈
夫
！
」
と
、
だ
い

ぶ
前
倒
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
保
証
を

い
た
だ
き
、
冬
の
衝
撃
は
ど
こ
ま
で

更
新
す
る
の
か
な
と
笑
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
現
在
、私
は「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
し
て
移
住
希
望
者
へ
の
情

報
発
信
や
ア
テ
ン
ド
業
務
な
ど
も
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

例
え
ば
冬
の
厳
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
裏
で
は
除
雪
を
含
み
多
く
の

方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
や
、
春
が
き
た
喜
び
を
一
斉
に
歌

う
桜
の
見
事
さ
な
ど
、
１
年
を
通
し

て
自
分
で
体
験
し
た
こ
と
も
お
話
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
い

る
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
大
変

さ
と
、
そ
の
奥
に
あ
る
喜
び
も
多
く

の
方
に
ぜ
ひ
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
お
か
げ
さ
ま
で
２
度
目

の
冬
を
越
す
こ
と
が
で
き
、
少
し
は

頼
も
し
く
見
え
た
ら
良
い
な
と
い
う

気
持
ち
で
後
ろ
姿
の
写
真
も
添
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
笑
）。

　
表
側
も
裏
側
も
見
か
け
た
ら
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

表
裏
一
体

環　境
コラム
第49回

ご
み
の
分
別
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参
加

　
　
捨
て
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源

　
私
た
ち
が
で
き
る
環
境
に
配
慮
し
た
行

動
の
一
つ
に
ご
み
の
分
別
が
あ
り
ま
す
。

　
北
秋
田
市
で
は「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
燃

や
せ
な
い
ご
み（
金
属
類
・
危
険
物
）」「
資

源
ご
み
」
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

金
属
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
取
組
み
と

し
て
市
内
９
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
こ
で

ん
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
よ
る
「
小
型
家
電
」

の
回
収
や
、
秋
に
は
古
着
・
古
布
の
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
ご
み
は
、
正
し
く
分
別
す
る
こ
と

で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
減
量
や
、
ご
み

を
燃
焼
し
た
際
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

の
抑
制
と
、
燃
え
残
る
灰
の
減
少
に
よ
り

最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

に
売
却
さ
れ
、
売
り
上
げ
が
ご
み
処
理
に

係
る
費
用
の
一
部
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ご
み
を
捨
て
る
際
は
、
資
源
ご
み
と
し

て
出
せ
る
の
か
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
適

切
な
分
別
を
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の
負

荷
が
低
減
さ
れ
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
に
つ
な
が
り
ま
す
。

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
日
）▽
綴
子
地
区
新
春
交
流
会（
綴
子
公
民
館
）

17
日（
月
）▽
新
年
度・
３
月
補
正
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）

18
日（
火
）▽
新
年
度・
３
月
補
正
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）

19
日（
水
）▽
新
年
度
・
３
月
補
正
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）▽
小
猿
部
地
区
自
治
会

長
連
絡
協
議
会
交
流
会（
七
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

20
日（
木
）▽
国
道
整
備
事
業
促
進
期
成
同
盟
会（
大
曲
・
鷹
巣
）合
同
要
望
活
動（
県

庁
・
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
）

21
日（
金
）▽
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議

会（
本
庁
舎
）

24
日（
月
）▽
福
祉
有
償
運
送
等
運
営
協
議
会
委
員
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

26
日（
水
）▽
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場・立
崎
芙
由
子
選
手
へ
の
激
励
金
贈
呈（
本
庁

舎
）▽
職
員
提
案
審
査（
本
庁
舎
）

27
日（
木
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
管
理
者
会
議
・
北
秋
田
市

上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
本
会
議（
森
吉
庁
舎
）

28
日（
金
）▽
故
松
橋
隆
氏
叙
位・叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

29
日（
土
）▽
国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２
in
北
秋
田
市（
オ
ン
ラ
イ
ン
）（
文
化
会
館
）

７
日（
月
）▽
米
内
沢
財
産
区
管
理
員
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
前
田
財
産
区
管
理

員
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
職
員
提
案
表
彰
式（
本
庁
舎
）

９
日（
水
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
初
日・一
般
質
問（
会
派
代
表
）（
議
事
堂
）

10
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会（
議
事
堂
）

14
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
１
日
目（
議
事
堂
）

15
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
２
日
目（
議
事
堂
）

◇
１
月
16
日
〜
２
月
15
日

キティちゃんお疲れ様でした

▲こども食堂のお弁当作り

▼資源ごみ

▲市議会全員協議会であいさつを述べる津谷市長

▲樹氷サミットでの津谷市長

▲定例記者会見を行う津谷市長

識別マーク品　目

紙パック、紙

ペットボトル

プラスチック製容器包装

缶（アルミ、スチール）

内　
訳

【ごみ排出量の推移】 H30 R元 R２

【その他リサイクル量の推移】 H30 R元 R２

10,580
1,134
651
73
410
10.7

911
2,680

10,742
1,085
616
73
396
10.1

842
2,430

10,477

75

1,033
576

382
9.9

1,001
3,230

総排出量（ｔ）

紙類
資源化量（ｔ）

ペットボトル
その他の資源ごみ

リサイクル率（％）

こでん回収量（kg）
古着・古布回収（kg）



〜 地域で学び、活動する皆さんを応援します 〜
北秋田市教育委員会

■公民館活動
■生涯学習
■文化振興
■学校
■スポーツ

フレッシャーズ応援事業・縁結びサポート事業
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　１月23日に市内２地区で火災想定訓練が行われ、
文化財の防災意識を高めました。
　国が毎年１月26日を「文化財防火デー」と定め、
文化財を火災、震災、その他の災害から守るため、
全国的に文化財防火運動が行われています。
　阿仁地区では、阿仁伝承館と国指定重要文化財の
異人館で実施され、地域住民と消防関係者約50人
が参加し、文化財の搬出、初期消火、放水訓練など
を行いました。
　新屋布の福壽寺（森吉地区）でも同様の訓練が行

われ、文化財の愛護思想と防災意識を高めました。

　阿仁公民館わんぱくクラブが、１月７日にふるさ
と文化センターで開催され、冬休み中の児童たちが
書初めなどに挑戦しました。
　参加した低学年の児童は、筆を持つのも初めて
だったため、先生に持ち方を教わりながら挑戦し、
それぞれが真剣に筆を走らせていました。
　また、この日は日本文化に触れてもらおうと茶道
裏千家淡交会の皆さんの指導のもと、和菓子と抹茶
をいただきました。その後、生田流筝曲清絃会師範
の伊藤美奈子さんの演奏（六段の調べなど）を聞き

ながら日本文化を楽しむひとときを過ごしました。

～１月26日は「文化財防火デー」～

地域の文化財を守る！ 火災想定訓練実施

～阿仁公民館わんぱくクラブ「新春書初め大会」～

▲放水訓練を行う様子（阿仁伝承館・異人館）▲放水訓練を行う様子（阿仁伝承館・異人館）

▲新春の書初めに思いをこめる児童たち▲新春の書初めに思いをこめる児童たち

書初めや茶道・琴の演奏など日本文化に触れる

新社会人
必見！

今年度フレッシャーズのみなさん、申請期限が迫っています！

「北秋田市で暮らすど！フレッシャーズ応援金」
～ 最大15万円交付 ～

▲フレッシャーズ
　応援事業

※事業の詳細や、申請に必要な書類
については市ホームページをご覧
いただくかお問合せください

１．応援金の額
１人あたり10万円
（市内で就職または起業した方は５万円を加算）

２．対象者
①本市に住民登録をしている方
②令和２年度に中・高・大学、専門学校等を卒業・
中退し、令和３年度末までに就労・起業した方
③上記①と②の条件を満たした日から２年以上、本
市に定住する意欲のある方
④申請日において、通算して３年以上本市へ住民登
録がある方
 （その他条件があります)

３．申請期限
①と②の条件を満たした日から１年以内

４．本市への協力
　次についてご協力をお願いします。（強制では
ありません）
①応援金の活用方法や申請者自身の夢や目標等を
市広報紙・ホームページ・ＳＮＳ等へ掲載

②市移住・定住支援室公式ＳＮＳアカウントを
フォロー、または「いいね」
③本市が開催する出会い創出イベント等の案内を、
受け取っていただくなど（年に数回程度、郵送・
メール等でお送りします）

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団

スプリングコンサート

　　生涯学習課文化係 ☎62‐6618問　　　　浜辺の歌音楽館 ☎72‐3014 森吉公民館 ☎72-3259問申

　文化会館ホールを舞台に、ミュージカル「うらし
ま太郎の鬼たいじ」など練習の成果を披露します。
日時　３月21日（月） 14時（開場13時30分）
会場　北秋田市文化会館
出演　浜辺の歌音楽館少年少女合唱団、ＭＭＣ
申込受付期間　３月１日（火）～18日（金）
※入場は無料ですが事前に申込みが必要です。
※新型コロナウイルス感染症の状況により中止とな
る場合があります。

期日　３月12日（土） 10時～12時
会場　市民ふれあいプラザコムコム
講演　①「縄文時代の掘立柱建物の実像」
　　　　武藤康弘氏（奈良女子大学文学部教授）
　　　②「縄文遺跡群の世界文化遺産登録」
　　　　武藤祐浩氏（秋田県教育庁文化財保護室長）
参加費　無料

※新型コロナウイルス感染症の状況により中止と　
なる場合があります。

令和３年度 第２回

伊勢堂岱縄文館講座

　　総合政策課移住・定住支援室
　　☎62‐8002
問



医療健康課健康推進係
☎62‐6666

問

～保健センターからのお知らせ～
健 康 ひ ろ ば

※各事業は状況により延期または中止になる場合が   あります。詳細については直接お問い合わせください。

健康ひろば・おしらせ
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こ ど も 健 康

■ 心のふれあい相談員による
サロンへどうぞ

　サロンでは、お茶やコーヒーを飲み
ながら話をしたり、さまざまな悩みを
語り合う場です。心のふれあい相談員
（市民の身近な相談役として活動する
ボランティア）がお待ちしています。
サロン「すかっと」森吉公民館
日時 ３月18日（金） 10時～12時
サロン「えがお」前田公民館
日時 ３月14日（月） 10時～14時
サロン「梅っこ」合川保健センター
日時 ３月28日（月） 10時～14時
精神保健福祉ボランティア「れもんの
会」による
サロン「あんず」北秋田市交流センター
日時 毎週火曜日11時～14時
※ サロン「お茶っこ」阿仁保健センター
については、保育園と併設しており、
新型コロナウイルス感染症予防のた
め当分の間お休みします。

■ のびのび運動教室参加者募集
　筋肉を鍛える体操や、お口の体操な
ど、フレイル予防のための体操を行い
ます。
日時 各会場で月１回
 10時～11時15分
対象 65歳以上の方（健診を受ける方）
場所 北秋田市保健センター、森吉コ

健 康

む
し
歯
の
な
い
子

津
谷
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ま
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岡
ま
ひ
ろ

佐

藤

り

の

津
谷
ひ
ま
り

ハ
ナ
ダ
ミ
ツ
キ

藤
原
は
や
と

福
原
り
ょ
う

松
橋
し
ず
く

渡
辺
ひ
な
た

佐
藤
ほ
の
か

吉

田

ゆ

あ

小
笠
原
な
お
と

伊

東

に

あ

佐
々
木
あ
い

若

松

ゆ

ら

庄

司

ゆ

う
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

相

善

町

綴
子
上
町

綴
子
上
町

田

中

南

田

中

新

田

中

新

田

中

伊

勢

町

内

幸

町

栄

摩

当

あ
け
ぼ
の
町

堂

ヶ

岱

舟

場

松

ヶ

丘

松

ヶ

丘

合
川
李
岱

木

戸

石

松

山

町

桂

坂

（
３
歳
児
健
診
）▼
１
月
19
日
の
健
診

献血日程
３月24日（木）

●北秋田市役所本庁
　10時～12時

●北秋田地域振興局
　13時30分～16時

■ 母子健康手帳交付（要予約）
月日 ３月７、14、28日（各月曜日）
時間 ９時30分～16時
場所 北秋田市保健センター
※ 事前に予約してからおいでください。
交付日に来られない場合も事前に連
絡してください。

※ 記入用紙があり手続き終了まで30
分程度かかります。

※ 妊婦本人の個人番号（マイナンバー）
の記入が必要です。個人番号カード
または通知書と本人確認書類（運転
免許証等）などご持参ください。

■ 助産師相談室
 「あのね、助産師さん」
月日 ３月７、14日（月）
時間 ９時30分～12時
場所 北秋田市保健センター
内容 助産師が産前・産後のお母さん

の身体のことや授乳に関する心
配などお母さんと赤ちゃんの相
談に電話や来所にて対応します。

　　子育て世代包括支援センター
　　「ココロン」 ☎62‐6681

■ 乳幼児健診・相談
場所 北秋田市保健センター
持ち物 母子健康手帳・アンケート用

紙・バスタオル他
（期日、受付時間、対象）
４か月児健康診査
（３月23日（水） 12時30分～12時45分
令和３年11月生まれの子）
７か月児育児相談
（３月23日（水） ９時45分～10時
令和３年８月生まれの子）
10か月児健康診査
（３月23日（水） 12時45分～13時
令和３年５月生まれの子）
１歳児親子ふれあい教室
（３月18日（金） ９時45分～10時

令和３年１、２、３月生まれの子）
２歳児歯科健康診査
（３月18日（金） 13時30分～13時45分
令和１年９、10月生まれの子）
３歳児健康診査
（３月16日（水） 12時30分～12時45分
平成30年10、11月生まれの子）
５歳児健康相談（１月25日延期分）
（３月15日（火） 13時～13時15分
平成28年12月、平成29年１月生まれの子）
５歳児健康相談
（３月22日（火） 13時～13時15分
平成29年２、３月生まれの子）

■ おいDAY
月日 ３月７日（月）
時間 10時～12時
場所 北秋田市保健センター
対象 妊婦さん、子育て中のママや育

児中のご家族
内容 おしゃべり、交流の場です。どな

たでもお好きな時間に遊びにい
らしてください。

■ にじいろリボン（子育てサークル）
月日 ３月14日（月）
時間 10時～11時30分
場所 北秋田市保健センター
対象 北秋田市内にお住まいの未入園

のお子さんと保護者
内容 親子でタッピングタッチ
※ 申込はいりません。直接会場にいら
してください。

■ マタニティ教室
 【C：子育て体験コース】
月日 ３月12日（土）
時間 ９時30分～11時30分
場所 北秋田市保健センター
対象 妊婦さんとその家族
内容 ①パパ＆ママ沐浴体験
 ②パパ妊婦体験ジャケット試着
 ③赤ちゃんの準備グッズ紹介
持ち物 母子手帳
※ １週間前までに申込みください。

■ 自分測定日
　定期的な体組成測定で健康な「から
だ」づくりを始めませんか？
日時 ３月28日（月） ９時～19時
 （所要時間は15～30分程度です）
 ご都合の良い時間においでくだ

さい。
内容 体組成（裸足で行います）測定、

測定値の説明

■ がんサロン「北秋田 虹の会」
　がん患者や家族が抱えている不安や
悩みなどお茶を飲みながら話してみま
せんか？話すことで気持ちが少しでも
楽になってほしい「場づくり」の会です。
ご自由に参加ください。（個人情報はお
守りします）
月日 ３月24日（木）
時間 13時～15時
場所 北秋田市交流センター
 男女共同参画活動拠点施設
 「ハートフルプラザ・北秋田」

■ 精神保健相談日
　こころに関する相談に専門医が対応
します。
月日 ３月17日（木）
時間 15時30分～16時30分
場所 北秋田保健所２階
※ 前日午前まで要予約
　　　　北秋田保健所 ☎62‐1165

 ミュニティセンター、前田公民
館、合川公民館、阿仁ふるさと文
化センター

定員 各会場40人
 （定員に達している場合があります）
申込締切 ３月14日（月）

■ きたあきた元気塾
 （旧まめまめ運動教室）
　令和４年度から「まめまめ運動教室」
は「きたあきた元気塾」と名前を変え、
フレイル予防に特化した教室を行いま
す。詳しくは、広報６月号でお知らせし
ます。

■ はつらつ栄養教室
　料理の基本から始める男性の料理教
室です。バランスのよい食事を自分で
作ってみませんか？
日時 各会場２か月に１回
 10時～14時
対象 市内在住の65歳以上の男性
 （１人暮らしの方、高齢世帯の方優先）
場所 鷹巣の方：北秋田市保健セン

ター／合川、森吉、阿仁の方：森
吉保健センター

 ※合川、森吉、阿仁の方は送迎あり
定員 各会場15人
 （定員に達している場合があります）
申込締切 ３月14日（月）

■ 食育ボランティア募集
　北秋田市食生活改善推進協議会では、

食育ボランティアを募集しています。
対象 食生活改善の普及・啓発活動に

興味のある概ね70歳未満の方
年会費 1,200円
申込締切 ３月31日（木）
※詳細はお問合せください。

■ 北秋田市ドック助成について
　令和４年度も市では、国保ドック・長
寿ドック・１泊ドック・脳ドックを実施
します。ドックの重複受診は出来ませ
ん。また、脳ドックの助成は５年に１回
ですので、令和元年～３年度に受診済
みの方は助成対象外となります。
申込開始 ４月１日（金） ９時～
申込方法 電話または医療健康課窓口

で申込み
※ 詳しくは広報４月号と一緒に配布す
る「令和４年度健康ガイド」をご覧く
ださい。

■ ３月1日～７日は「子ども予防
接種週間」です

　ワクチンで防げる病気から子どもた
ちを救うため、対象年齢内での接種を
お願いします。詳細は、健康ガイドまた
は市HPをご覧ください。対象年齢や接
種期限を過ぎると接種料金が自己負担
となりますので、ご注意ください。
※ 麻しん風しん第２期：接種対象は保育
園等の年長児となります。接種期限は
３月31日までです。お急ぎください。
※ 二種混合：接種対象年齢が11歳～13
歳未満となります。小学６年生のお子
さんは忘れずに接種を受けましょう。

■ 「きたあきた健康ポイント２０
２１」当選について

　「きたあきた健康ポイント２０２１」
には645名の方から申込がありました。
抽選の結果、ハローキティ賞・内陸線賞
各30人、Ｗチャンス賞100人に賞品を
お届けしました。来年度もぜひご参加
ください。

問申

問
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　貸付要件

　申込期間

　募集人数

　貸付額

　貸付期間

　返済方法

　市が行う無利子の奨学資金貸付制度です。経済的な理由
により就学にお困りな方に対し、審査を経て学資を貸与す
るものです。

　本年４月に大学、短大、高校、高等専門学校に進学または
在学中の方（職能短大、職能大学校、秋田県立技術専門校含）

４月１日（金）～４月22日（金）　※必着

若干名

▽高卒コース　月額35,000円
　大学生／短期大学生／高等専門学校生第４～５年次／
　職能短大生／職能大学校生、県立技術専門校生

▽中卒コース　月額20,000円
　高校生／高等専門学校生第１～３年次／県立技術専門校生

在学する学校の正規の最短修業期間

卒業後に６カ月据え置きし、貸付期間の２倍の期間内に月賦返済

※申請用紙は、教育委員会総務課・各総合窓口センターで
受け取ることができるほか、市のホームページからもダ
ウンロードできます。

※北秋田市奨学資金は、他団体から貸与を受けていても貸
付可能ですが、秋田県育英会など、他からの奨学金貸与
を認めない団体もありますのでご注意ください。

　　　　高齢福祉課高齢福祉係 ☎62‐6639問申

　　　　　 ･･･綴子字胡桃館２★

簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～35,400円

　　　　 ･･･本城字上悪戸31‐1★

木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,100円～41,500円

　　　　　 ･･･米内沢字ヲツコ沢77‐1★

木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額22,400円～51,400円

　　　　　 　･･･米内沢字桐木岱311‐1★

木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額20,900円～48,200円

　　　　　 ･･･阿仁水無字上新町東裏17‐1★

木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額17,200円～26,800円

　　　　　　　　　　　　　 ･･･鷹巣字東中岱51‐1

鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,100円

（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）

　　　　　　　　　　　　　･･･上杉字上屋布岱61‐47★

木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円

　　　　　　　　　　　　　　･･･米内沢字諏訪岱33‐1★

木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額50,000円～70,000円

※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページをご覧にな
るか、お問い合わせください。（現地案内も行っています）

市営住宅入居者募集

都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

胡桃館団地

御嶽団地

松山町団地

上野第２団地

上新町団地

サンコーポラスなかたい住宅

上杉団地（特定公共賃貸住宅）

諏訪岱団地（特定公共賃貸住宅）

胡桃館団地

御嶽団地

松山町団地

上野第２団地

上新町団地

サンコーポラスなかたい住宅

上杉団地（特定公共賃貸住宅）

諏訪岱団地（特定公共賃貸住宅）

【入居資格】　収入基準を満たすこと（公営住宅：158,000円
以下、特定公共賃貸住宅：158,000円超487,000円以下、サ
ンコーポラスなかたい住宅：487,000円以下）／住宅に困窮
していることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　３月１日（火）～11日（金）※土日祝除く
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　　　　　　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター
【現地案内】　募集期間内に住宅をご案内します。ご希望の
方は希望日の前日までに電話等でお申込みいただき、当日
は希望住宅地に直接お越しください。
※ただし、土・日・祝日を除きます。

市公式 SNSをご利用ください！
旬なお知らせや地域に密着した情報など、北秋田市の
魅力を発信しています！皆さんフォローしてね♪

　　総合政策課広報係 ☎62‐6608問

Twitter Facebook Instagram

　　　　教育委員会総務課 ☎62‐6616問申

令和４年度

北秋田市奨学生を募集します 介護予防教室の紹介

※講座の内容は、令和４年２月現在の行事予定（案）で、新型コロナウイルス感染症の状況等により
今後変更することもありますのでご了承ください。

※毎月の講座で、簡単な体操や脳トレを行っています。
※講座の内容によっては、現地集合・現地解散の場合があります。

ゆうゆう講座
　介護予防講座や生きがいづくり、生活の知恵を
学ぶ機会になります。講座に参加し仲間とともに
健康長寿を目指しませんか？
日　　時　毎月１回金曜日　13時30分～15時
対　　象　市内在住の65歳以上の方
会　　場　市民ふれあいプラザコムコムほか
定　　員　90人　※定員になり次第締切　
申込締切　３月18日（金）

ゆうゆう講座（男子専科）
　介護予防講座や秋田県内の歴史探訪、スポーツ
体験を予定しています。男性シニアが気軽に参加
できる講座です。
日　　時　毎月第３火曜日　13時30分～15時
対　　象　市内在住の65歳以上の男性
会　　場　市民ふれあいプラザコムコムほか
定　　員　20人程度　※定員になり次第締切
申込締切　３月18日（金）

令和４年度ゆうゆう講座年間計画（予定）

開催日 講座内容
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

開講式・お化粧の力について
尿漏れ対策について
大館郷土博物館・石田ローズガーデン見学（バス視察）
税・年金について
悪徳商法対策を学ぶ
秋田の発酵食品、風土、伝統食品について
小玉醸造株式会社見学・天王グリーンランド（バス視察）
火災にご用心（防災対策）
市出前講座
心と呼吸を整える太極拳を体験してみよう
認知症予防について
閉講式・金先生とピアノの奏で

令和４年度男子専科年間計画（予定）

開催日 講座内容
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

開講式・防災講座
歩く姿勢が変わる？ノルディックウォーキングを体験
水心苑・ブルーメッセ（バス視察）
フレイルと低栄養について
陶芸教室体験
パークゴルフで身体を動かそう！
大潟村千拓博物館（バス視察）
金先生とピアノの奏で
心と呼吸を整える太極拳を体験してみよう
健康マージャンで頭のトレーニング
ユニカールで楽しもう
閉講式・市出前講座
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お し ら せ

 月１日生まれの者
２. 平成13年４月２日以降生まれで次
に掲げる者

⑴ 大学を卒業した者および令和５年
３月までに大学を卒業する見込み
の者

⑵ 人事院が⑴に掲げる者と同様の資
格があると認める者

申込受付期間
３月18日（金）～４月４日（月）まで
申込方法
インターネットでの申込になります。
※ 詳しくは下記までお問合せください。
　　仙台国税局人事第二課試験研修係
　　☎022‐263‐1111 または
　　人事院東北事務局
　　☎022‐221‐2022

■ 消防水利確保における協力の
御礼

　今シーズンは積雪が多く消防水利
（消火栓や防火水槽）の除雪作業が遅れ
ることもありました。住民の皆さまに
は、自宅近くの消防水利の除雪作業に
ご協力をいただき、消防水利の確保を
維持することができました。心より感
謝します。
　なお消防水利の
破損、変形および
漏水等を見かけた
場合は消防本部ま
でご連絡ください
ますようお願いし
ます。
　　北秋田市消防本部 ☎62‐1119

■令和４年度慰霊巡拝について

　厚生労働省では、ご遺族を対象とし
た旧主要戦域等での慰霊巡拝を実施し
ています。令和４年度は次の地域で実
施予定ですので、参加を希望される場

　　松下総合案内 ☎018‐827‐3241（月曜休館日を除く 10時～18時）問

し ご と

■ 求職者向け職業訓練生の募集

訓練科（定員）
金属加工技術科（15名）
住宅リフォームデザイン科（15名）
訓練期間 5月10日（火）～10月28日（金）
時間 ９時30分～15時40分
会場 ポリテクセンター秋田（潟上市）
募集期間 ２月25日（金）～３月28日（月）
受講料 無料（テキスト代別途）
応募資格
ハローワークに求職申し込みをされた
方で、新たな技術・技能を身につけて再
就職を希望する方
　　ポリテクセンター秋田
　　☎018‐873‐3178

■ 秋田働き方改革推進支援セン
ター法改正セミナーのご案内

　働き方改革関連法、育児介護休業法
等法改正のポイントについて、専門家
が無料でご説明します。
日時 ３月７日（月） 
 13時15分～16時15分
会場 秋田市にぎわい交流館AU ４階
 研修室１.２
※ 事前予約制（３月４日（金）までに電
話にてお申込みください）

　　秋田働き方改革推進支援センター
　　☎0120‐695‐783 または
　　☎018‐865‐5335

■ 国家公務員「国税専門官採用試
験」（大学卒業程度）のお知らせ

　仙台国税局では、バイタリティーあ
ふれる国税専門官を募集しています。
国税専門官は、国の財政を支える重要
な仕事を担い、税務署等において、調
査・徴収・検査や指導などを行う税務の
スペシャリストです。
受験資格
１. 平成４年４月２日から平成13年４

合は下記までお問い合わせください。
なお、新型コロナウイルス感染症の感
染状況により、実施を見合わせる場合
があります。
実施地域
カザフスタン、旧ソ連、インドネシア、
中国、東部ニューギニア、インド、ビス
マーク諸島、トラック諸島、ミャンマー、
フィリピン、硫黄島
　　秋田県健康福祉部福祉政策課援護班
　　☎018‐860‐1318

■ ご自宅の自転車は保険加入し
ていますか？

　「秋田県自転車条例（秋田県自転車の
安全で適正な利用の促進に関する条
例）」が制定され、令和４年４月１日か
ら自転車損害賠償責任保険等への加入
が義務となります。
　近年自転車に起因する重大事故が増
えてきていることから「被害者の保護」
と「加害者の経済的負担軽減」のため、
高額賠償に備え保険の加入を義務化し
たものです。入らない
ことでの罰則はありま
せんが、賠償リスクに
備えるため、保険に加
入しましょう。
　　秋田県生活環境部県民生活課
　　☎018‐860‐1523

■ 福祉サービスに関する苦情解
決をお手伝いします

　「思っていたサービスの内容と違う」
「詳しく説明してくれない」など不満や
要望を、ご利用の事業所に話しにくい
ときや、話し合ってもなかなか解決し
ないときは当委員会にご相談ください。
　　秋田県運営適正化委員会
　　（秋田県福祉サービス相談支援センター）
　　☎018‐864‐2726
　　      ssc@akitakenshakyo.or.jp
　　（平日８時30分～17時まで）

問

問

問

問

問

問

問

松下あきた舞妓劇場昼下がりの部 特別無料招待キャンペーン
　県民の皆さまに「あきた舞妓」をより親しんでいただきた
く「広報きたあきた」をご覧になられた方限定で、期間限定
無料ご招待キャンペーンを実施します。
イベント　松下あきた舞妓劇場昼下がりの部
　　　　　（お茶会付き舞踊公演）
日　　時　毎週土曜日　15時～16時
場　　所　あきた文化産業施設松下あきた舞妓劇場
　　　　　（秋田市千秋公園１‐３）

申込方法 お電話にて「広報きたあきたを見た」とお伝えい
ただき、ご希望の来場日をお申し付けください。

 ※開催日によっては満席の場合があります。
対 象  者 県内在住でワクチン接種済みの方
 ※来場日時点で２週間以上、感染拡大地域との

　往来および往来者との濃厚接触がない方
対象期間 ３月末まで

市民窓口業務の平日延長・休日開庁します
完 全
予約制

転入・転出者が多くなる３月末から４月初めにかけ、日中窓口に来られない方のために

①平日時間延長【当日15時までに電話申込必須】
《実施期間》 ３月22日（火）～４月４日（月）
《延長時間》 19時まで
《場所》 市民課市民係／合川・森吉・阿仁の各総合窓口

センター（※前田・大阿仁出張所を除く）
《取扱業務》 転出・転入届／住民票や印鑑証明・税証明書の

発行／戸籍の発行／マイナンバーカードの申
請・更新・交付／パスポート交付

※その他、国民健康保険、介護保険、児童手当等の手続きが
必要な方は事前申込みの際にお申し出ください。

②休日開庁【事前申込必須】
《実施日》 ３月20日（日）、21日（月）、27日（日） 10時～14時
 ４月２日（土）、３日（日） ９時～17時
《場所》 市民課市民係
《取扱業務》 ①と同様
　　　　　　※必要な持ち物は申込みの際にお伝えします
※その他、国民健康保険、介護保険、児童手当等の手続きが
必要な方は事前申込みの際にお申し出ください。

休日開庁は
市民課市民係（本庁舎）のみ！！

市民課市民係（本庁舎） ☎62‐1114　合川総合窓口センター ☎78‐2100
森吉総合窓口センター ☎72‐3315　阿仁総合窓口センター ☎82‐2111

【お問合せ】

秋田県信用組合 返還不要の給付型奨学金
〈しんくみ はばたき奨学金〉

　母子／父子家庭の高校生を対象に、修学上必要な学資金
等の一部を給付する返還不要の給付型奨学金制度の令和４
年度奨学生を募集します。
受給資格　次のいずれにも該当する方が対象
⑴ 秋田県内の高等学校および工業高等専門学校（ただし
３年生まで）に在学の母子／父子家庭の学生で、本人お
よび保護者が秋田県内に住所を有している方

⑵ 本人の父母またはこれに代わって家計を支えている人
（主たる家計支持者１人）の収入（複数ある場合はその
合計）が給与所得者の場合は270万円（税込）以下、給与
所得以外は135万円（税込）以下であること

募集人員　30名（募集人数を超えた場合は厳選な抽選で決定）
募集期間　４月１日（金）～15日（金）までの営業日
給付額・期間　年額１人当たり10万円（１年間）
給付期間　１年間
給付時期　５月以降毎月25日に口座へ振り込み
※詳しくは下記またはお近くの秋田県信用組合までお問合
せください。

　　秋田県信用組合総務部 ☎018‐831‐3551問　　生活課地域推進係 ☎62‐6628問

市民提案型まちづくり事業補助金
令和３年度

　市民の皆さま自らが地域のことを考え、地域課題の解決
や地域振興に取り組む活動を支援し、団体が自発的に行う
まちづくりに役立つ公益的な事業に対して補助金を交付し
ました。

交付団体／代表者　阿仁合コミューン／長谷川拓郎
事業名称　　　　　秋田内陸線鯉のぼりプロジェクト
実施年度　　　　　平成30年度／令和元年度／令和３年度
　　　　　　　　　（交付回数は３回まで）



ご誕生おめでとう
　　　　ございます

おくやみ申し上げます

お二人の前途を
　　　　 祝福します

おしらせ おしらせ
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ぜ ん い

円／日通プロパン鷹巣販売（有）▶
中央公園転落防止柵設置工事／
6,105,000円／（有）千葉建設
　　財政課財政係 ☎62‐6607

■ 次の方からご寄付をいた
だきました。
 ありがとうございました。
● てまりの会代表片山幸子様より
御殿まりの継承に資するため

 市章入り御殿まり２個
　　財政課管財係 ☎62‐6603

（ 小林龍之介

柏 木 理 沙

さん

さん

高 村 岱

大 館 市

りゅうのすけ

り さ

（ 田 中 壱 磨

長 岐 友 江

さん

さん

旭 町

東 横 町

か ず ま

と も え

お し ら せ

■ 北秋田市民病院 休診日
▷歯科口腔外科
　＝３月18日（金）午後
　　北秋田市民病院 ☎62‐7001

■ 市長交際費《１月》
▷慶弔費 0円（0件）
▷会　費 22,000円（3件）
▷その他 119,900円（4件）
▷合　計 141,900円（7件）
※ 交際費は市長代理で副市長等が
出席している分も含んでいます。

■ 入札結果の公表《１月》
《250万円以上の契約状況》
▶河川維持工事（準用河川 曲川）
／3,597,000円／（株）おがさわ
ら▶北秋田市地域福祉センター 
エアコン更新工事／7,260,000

１月16日～２月15日届出分慶 弔 だ よ り
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人口と世帯数
※１月31日現在の住民基本台帳による

総人口 30,061人（51人減）【148人】
男　 14,128人（19人減）【　22人】
女　 15,933人（32人減）【126人】
　　出生 ６人　　転入 24人
　　死亡 46人　　転出 35人

世帯数 13,788世帯（21世帯減）【140世帯】
※【　】は、うち外国人住民

お し ら せ

畠 山 恋 翔 ちゃん
翔太
由香 三男 綴子下町

れ ん と （

近 藤 蓮 斗 ちゃん
一考
育子 長男 小 ヶ 田

れ ん と （

新 林 蒼 依 ちゃん
美之
のど花 長男 高 村 岱

あ お い （

佐々木　悠 ちゃん
貴洋
好 長女 あけぼの町

はるか （

村 上 結 愛 ちゃん
大介
舞花 長女 宮 前 町

ゆ あ （

浅 田 桜 都 ちゃん
崚
亜希子 長女 南 田 中

お と （

72‐4501
78‐3161
60‐1055
63‐0515
62‐7001
62‐7001
63‐2700
82‐2351
62‐1400
69‐7311
62‐7001
63‐0515
62‐7001
62‐1155
72‐4501
62‐7001
69‐5300
62‐1146
62‐7001
62‐7001
62‐7001
63‐2700
62‐1400
60‐1055
69‐7311
62‐7001
62‐7001
62‐1146
69‐5300
62‐7001
62‐1155

米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
う え だ ク リ ニ ッ ク
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
阿 仁 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
児 玉 内 科 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
米 内 沢 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
毛利整形外科クリニック
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
まるや耳鼻科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
児 玉 内 科 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
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3
4
5
6
7
8
9
10
11
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火
水
木
金
土
日
月
火
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木
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土
日
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火
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木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜■ 自動車登録手続きはお早めに！
　毎年３月は、運輸支局の自動車検査・
登録の窓口が大変混雑します。混雑回
避のため、検査・登録手続きは３月下旬
を避け、可能な限り中旬までにお願い
します。
　また、引き続き新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため窓口申請の分散
にご協力ください。
　なお、来庁の際にはマスク等を着用
していただくとともに、発熱など風邪
の症状のある方は来庁をお控えいただ
くようお願いします。
　　秋田運輸支局ヘルプデスク
　　☎050‐5540‐2012

寿
高関ナヲさん（もろび苑）
  大正11年２月７日生まれ 寿

松橋キチさん（もろび苑）
  大正11年２月15日生まれ

寿
中川晴子さん（住吉町）
  大正11年１月20日生まれ 寿

畠山サヨさん（南鷹巣）
  大正11年１月30日生まれ

問

100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます

問

問

問



※各事業は状況により延期または中止になる場合が   あります。詳細については直接お問い合わせください。

おしらせ・スポーツ・図書館マル福改正
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お し ら せ

■ AIA国際活動助成金募集のお
しらせ

　県内で国際交流や国際協力・国際理
解などの多文化共生を推進する活動を
行う民間の団体を対象に、その事業資
金の一部を助成します。（上限８万円）
１期募集 募集期間３月１日～３月31日
 実施時期４月１日～翌３月15日
２期募集 募集期間７月１日～７月31日
 実施時期８月１日～翌３月15日
※ 詳細は（公財）秋田県国際交流協会
 ☎018‐893‐5499まで
※ 申請書はHPからダウンロードできる
ほか、協会窓口でも配布しています。

ス ポ ー ツ図 書 館
■鷹巣体育館　☎62‐3800
▶3/20（日）ミニバイアスロン大会＝

高津森クロスカントリーコース阿仁ス

キー場隣

■鷹巣図書館　☎62‐1707

【開館時間】 ９時～19時

　　　　　 ※土日、祝日は17時まで

【3月の休館日】

２日、９日、16日、20日、23日、29日～

31日

■森吉図書館　☎72‐3192

【開館時間】 ９時～17時

【3月の休館日】

２日、９日、16日、20日、21日、23日、

29日～31日

（単位：マイクロシーベルト毎時）

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.02
0.02
0.04
0.04
0.03
0.02
0.02

測定結果

北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（１月25日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

97

「
ぼ
た
も
ち
」

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

　「学生納付特例制度」は、在学期間中の国民年金保険料の納付を猶予す
る制度です。対象者は20歳以上の学生で、本人の前年所得が128万円以
下の方となります。ご希望の方は、在学期間が分かる学生証のコピーまた
は在学証明書を持って申請してください。
　また、現在「学生納付特例制度」により保険料を納付猶予されている方で、
令和４年度も引き続き在学予定の方へ、３月末にハガキ形式の学生特例申
請書が日本年金機構より送付されます。同一の学校に在学されている方は、
このハガキを返送することにより令和４年度の申請ができますので、忘れ
ずにお手続きください。

　　市民課国保年金係 ☎62‐1118　鷹巣年金事務所 ☎62‐1490問

※休館のお知らせ　合川公民館および図書室（引っ越し作業のため）
　　　　　　　　　３月24日（木）～４月23日（土）
※事務所移転　３月24日（木）から改築後の合川公民館へ移動
　　　　　　　（電話・FAXはこれまでどおり）
※休館中は代替施設として下記の施設が利用可能です
　合川保健センター／上杉あいターミナル （合川公民館 ☎78‐2114）
　合川体育館 （合川体育館 ☎78‐2178）
　セントラル合川 （合川総合窓口センター ☎78‐2100）

合川公民館4/24リニューアルオープン合川公民館4/24リニューアルオープン
　改築中の合川公民館が４月24日にリニューアルオープンします。当日は、
楽しいイベントを行いますので、ぜひご参加ください。なお、イベントの
詳細は４月号でお知らせします。

高校生世代の福祉医療制度（マル福）が改正されます！
～全額助成開始は令和４年４月１日から～

　北秋田市では、高校生世代を対象とした福祉医療費助成制度について、これまで自己
負担（診療報酬明細１枚当たり500円まで）を超えた分を助成していましたが、４月１
日診療分から全額助成します。
　このたびの改正により、医療機関窓口での自己負担額は０円となります。
※県外受診の際や保険適用外の診療についての取扱いに係る変更はありません。

【お問合せ先】市民課国保年金係 ☎62‐1118

【留意点】
　高校生世代の方で、現在黄色の受給者証（マル福カード）をお持ちの方は、４月１日
以降は医療機関受診時にご使用になりませんようお願いします。
　黄色の受給者証はお近くの北秋田市役所窓口にご持参いただくか、ご自身で破棄する
ようお願いします。

【受給者証交付の流れ】

※高校生世代は医療機関・調剤薬局ごとに500円／月の自己負担額を超えた部分を助成します

令和４年
３月31日

まで

対象者 医療費 受給者証の色

黄
高校生世代

（高校等修了年度の
  3/31まで）

個人の負担上限は
500円まで

内　容 期　間 備　　考

新受給者証（白）送付 ３月上旬

４月１日以降

対象の方（高校生世代）に送付します

市役所・各窓口センターにご持参いただくか、
ご自身で破棄するようお願いします旧受給者証（黄）送付

令和４年
４月１日
から

対象者 医療費 受給者証の色

白全額助成
高校生世代

（高校等修了年度の
  3/31まで）
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